
令和７年定例３月会議一般質問 

質 問 者 質 問 事 項 及 び 要 旨 
質問の 

相手 

森岡 正雄 長崎短期大学との包括連携協定の展望について 

昨年１１月、本町は佐世保市の長崎短期大学と包括連携協定を

締結した。 

長崎短期大学と言えば、本町で人材が不足している保育士、介

護士の育成をしている教育機関であり、そうした機関との連携協

定なのだから、将来的に本町の人材不足解消に繋がるのではない

かと期待に胸が膨らむ。 

協定書の内容を見ると５つの連携事項が掲げられているが、具

体的にどのような事をやるのかを詳らかにしたいと考え、町長に

以下の４点を質問する。 

①この協定で、具体的に何をし、何を実現したいと考えているか。 

②この協定は双方にとって Win-Win（双方に利点があり、良好な

関係を築けること）でなくてはならないと考えるが、本町の利

点は何か。 

③本町の子供達に利点はあるか。 

④これから様々な取り組みが企画されるものと思うが、その結果

本町はどう変わるか。 

町 長    

 

今田 光弘 離島留学生を増やして活気ある小値賀町に 

少子高齢化に対応するため、１５歳までの児童生徒数を各学年

１５人とする目標を本町は総合計画に掲げているが、現時点でク

リアしているのは２つの学年しかない。 

また、高校生を含む小中高生全体での３年後の目標生徒数は  

１６８人だが、現時点では１４０人に届いていない。 

そのような中、本町は小中学生を中心とした「ふるさと留学制

度」に加え、全国的な高校の留学生の募集プログラムにも参加し、

児童生徒の増加を目指しているものの、なかなか結果が現れてい

ないと考え、次の６点を町長に伺う。 

①「ちかまる寮」は数年後に高校の女子生徒限定になると聞く。

定員は６名。新たな受け皿(寮)を考えているか。 
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②男子高校生の受け皿もない。留学生を受け入れるために寮を建

設すべきではないか。 

③ 来年度から予定している「孫留学」や「親子留学」の内容につ

いて伺う。 

④ 小中学生を受け入れる「しま親」制度は継続・発展させるの

か。 

⑤ 留学生を集めるためには積極的な PR活動と情熱的なリーダー

シップ(キーパーソン)が必要だ。本町では誰が中心となるの

か。 

⑥ 留学制度に対する教職員や同窓会を含む町民の理解と協力を

得るための取り組みについて伺う。 

町 長 

横山 弘藏 北松西高校の魅力化推進への取組みについて 

長崎県立高等学校における、学校規模の適正化及び学校の適正

な配分は平成１３年度から１０年ごとに見直しが行われている。 

現在、第３期（令和３年度から令和１２年度）の期間となって

おり、残り６年余りである。 

年々、北松西高校への進学が減少するなか、長崎県では１学年

１０人以上が望ましいとの見解を示している。 

北松西高校において、この条件をクリアするには厳しい状況が

今後も続くとみられることから、次の３点を町長、教育長に伺う。 

① 北松西高校への進学者数低迷が続く状況を、どのように認識

しているのか伺う。 

② 厳しい状況を少しでも打破するために魅力化推進事業に取り

組んでいると思うが、今後の活動はどのような事に力を入れ

るか伺う。 

③ 留学生を受け入れる体制がまだ不十分だと思うが、その課題

と解決策について伺う。 

 

町 長 

教育長 

立石 光助 自然に抵抗しない松枯れ対策について 

本町における松枯れ対策は長年の継続が功を奏し、専門家の方

に「よくこれだけで済んでいる」と言わしめるほど効果を上げて

いると伺っている。 

薬剤散布が開始された１９７０～８０年代頃から、薬剤による

健康被害への懸念は根強く、さらに自然環境や生態系への影響も

町 長 



指摘され、近年では発達障害や脳機能障害との関連も述べられて

います。そこで以下の７点を質問します。 

①過去に使用していた、または現在使用している薬剤の人体への

影響の有無について 

②過去に使用していた、または現在使用している薬剤の環境への

影響の有無について 

③当町が実施した松枯れ予防対策の費用と効果は検証されてい

るか 

④樹幹注入は何回まで可能か 

⑤姫の松原の松はあと何回樹幹注入が可能か 

⑥松が残されている中で薬剤散布を廃止した自治体も多いが、ど

のように考えているか 

⑦被害を受ける前に伐採し、資源として有効活用することで被害

拡大を防ぐ手法をとっている事例もあるが、どう考えているか 

 

 


